選挙運動用自動車燃料供給契約書収入
印紙

（甲）候補者氏名
（乙）燃料供給業者名
上記の甲、乙は選挙運動用自動車燃料の供給について、次のとおり契約を締結する。
（契約の要項）
第１条　契約する品名、単価等は下記のとおりとする。
　(１)　品　　名
　(２)　単 　 価　　　　　　　　　 　円／ ℓ（消費税込）
２　本契約に係る納入場所及び契約期間は次のとおりとする。
　(１)　納入場所　　甲の指定する場所
　(２)　契約期間　　令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとする。
（契約対象品の納入）
[bookmark: _GoBack]第２条　乙は、甲の発注の指示により契約対象品（以下「現品」という。）を納入するものとする。この場合、乙は直ちに納品書をもってその旨を甲に通知するものとする。
（代金支払）
第３条　乙は、契約期間中に納入した分を取りまとめたうえ、甲の承認を得るものとし、代金支払については、次のとおりとする。
　(１)　公職選挙法第93条（供託物没収）に該当しないで、かつ基準限度額である50,470円（以下「基準限度額」という。）以内の場合、乙はその全額をむつ市に請求するものとし、むつ市は適法な支払請求書を受理した日から30日以内に代金を支払うものとする。ただし、基準限度額を超える金額については、甲に請求するものとする。
　(２)　公職選挙法第93条（供託物没収）に該当した場合、乙はその全額を甲に請求するものとし、むつ市に対して請求はできないものとする。
（契約の解除）
第４条　乙が、正当な理由なくして本契約の各条項に違反した場合または、乙が本契約を完全に履行する見込みがないと甲が認めた場合、甲はこの契約を解除することができるものとする。
（損害賠償）
第５条　前項の規定により本契約が解除され、甲に損害が生じたとき乙は、損害賠償の責めを負うものとする。
（疑義等の決定）
第６条　この契約に定めのない事項及び、この契約に関し疑義が生じたときは、甲乙協議して定めるものとする。
　この契約の締結を証するため、契約書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通を保有するものとする。
令和　　年　　月　　日
（甲）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（乙）                                       
